
平成２７年度 保護者・児童アンケート集計結果 平成２７年１１月１９日～１１月２７日実施

昨年の11月にはアンケートに協力頂きありがとうございました。アンケートの結果については、児童、保護者ともに「よくあてはまる」「だいたいあてはまる」を肯定的評価、「あまりあてはまらない」
「あてはまらない」を否定的評価と捉えて結果についてまとめています。

保護者アンケートの項目と対応する児童アンケートの項目には を結んでいます。
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児童アンケート結果

１．子どもは学校へ楽しく行っている。

２．学校は、子どもに学習内容が確実に身につくよう、わかりやすく指導している。

３．子どもは、学年×１０分の時間を目安にして、宿題など家庭での学習をしてい

る。

４．学校は、子どもたちの間違った行動を指導している。

５．唐崎小学校の子どもたちは、進んであいさつをしている。

６．学校は、子どものことについて相談できる。

７．子どもは、読書に親しんでいる。

８．学校は、いじめ等がない学級づくりに努めている。

９．子どもは、早寝早起きなど規則正しい生活をしている。

10．子どもは運動に親しみ、体をよく動かしている。

１．学校は楽しい。

２．授業はよくわかる。

10．体育の時間や休憩時間には、体をよく動かしたり、外で遊んだりしている。

３．学年×１０分の時間を目安にして、宿題などの家庭学習をしている。

４．先生は、よくないことをしたら注意している。

５．自分から進んであいさつをしている。

６．困ったことがあったとき、先生は、いっしょに考えてくれる。

７．本を読むことがすき。

８．相手のことを考えて行動している。

９．早寝早起きなど、規則正しい生活をしている。

児童アンケート 回収数 ５９５／６１０ 回収率 ９７．５％

保護者アンケート 回収数 ７９３／８８４ 回収率 ８９．７％
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12．学校は、学校だよりやホームページ、各種便りなどを通して、学校に関する情報

をわかりやすく伝えている。

10．子どもは運動に親しみ、体をよく動かしている。

11．学校は、PTAや地域団体と連携し、子どもの安全を守る学校になっている。

10．体育の時間や休憩時間には、体をよく動かしたり、外で遊んだりしている。

＜結果のまとめ＞

◆保護者アンケートの回収率は89.7％でした。昨年度と比較して「２．学習指導」「３．学習時間」「５．あいさ

つ」「６．相談」「７．読書」「８．いじめ防止」「９・生活習慣」「１０．運動」「１２．学校情報」の多くの項

目で肯定的評価が上昇しました。「１．学校へ楽しく学校へ行っている」は昨年度とほぼ同じ。「４．指導」「１

１．安全」の項目では肯定的評価が低下しました。

◆児童アンケートは３年生以上に実施し回収率は97.5％でした。３.６.７.８.９.の項目で肯定的評価が上昇しまし

た。

◆保護者アンケートの項目の中で肯定的評価の割合が最も多かったのは、昨年度と同様「１．子どもは学校へ楽しく

行っている。」で、95.1％(昨年度95.0％)でした。これに対応する児童アンケート「１．学校は楽しい」の結果は肯

定的評価の割合が89.5％で、昨年度(89.9％)でした。

◆保護者アンケートの中で肯定的評価が特に低かったのは、昨年度と同様に「５．唐崎小学校の子どもたちは,

進んであいさつをしている。」で40.7％（昨年度38.4％）でした。対応する児童アンケートでは「５．自分から進ん

であいさつをしている。」79.4％（昨年度81.5％）で、やや低下しました。また、保護者と児童に約40ポイント近く

の開きがあります。

◆２番目に評価が低かったのは「７．子どもは、読書に親しんでいる。」で54.2％（昨年度50.5％）ですが、昨年度

に比べると上昇しました。児童アンケートの「７．本を読むことが好き。」は78.9％（昨年度 71.4％）で大きく上

昇しました。保護者と児童の評価に20ポイント以上の開きはありますが、近年、評価は上昇傾向にあります。

◆３番目に低かったのは「３．子どもは、学年×１０分の時間を目安にして、宿題など家庭での学習をしている。」

で66.7％（昨年度63.5％）です。一方、児童アンケートの「３．学年×10分の時間をめやすにして、宿題などの家庭

学習をしている。」は68.8％（昨年度68.4％）でした。肯定的評価が保護者、児童ともにやや上昇しているという結

果でした。

これらの３項目については、学校の考え方や取組を引き続き保護者に呼び掛ける等して、学校と家庭の

連携を強化していく必要性があります。なお、読書に親しむ傾向が顕著に上昇していることから、朝読書の

取組や読書ボランティアさんによる取組が定着し、成果として表れていると考えられます。

◆学力向上については、保護者アンケート「２．学校は、子どもの学習内容が身につくよう、わかりやすく

指導している。」は、87.2％(昨年度85.8％)でした。一方、児童アンケート「２．授業はよくわかる」は、

85.9 ％（昨年度89.7％）でした。職員による授業改善にむけた研修を充実させ、児童が学んだことを定着

できることをさらに目指していきたいと考えます。また、児童自身が学習による伸びを実感できるような課

題の出し方も工夫し、家庭学習の大切さについても呼び掛けていきたいと考えます。

◆体力向上については、保護者アンケート「１０．子どもは、運動に親しみ、体をよく動かしている。」の

項目で76.7％ （昨年度74.9％）、児童アンケート「１０．体育の時間や休憩時間には、体をよく動かした

り、外で遊んだりしている。」の項目で 82.4%（昨年度83.7％）となり、児童は昨年度同様に８割以上が肯

定的評価となりました。

◆児童アンケートの「８．相手のことを考えて行動している。」については、肯定的評価の割合が本年度は

85.0％（昨年度82.2％ ）という値になっています。高い割合を維持していますが、今後も「いじめは絶対

許されない」という指導を徹底していきたいと考えています。

◆「９．子どもは早寝早起きなど規則正しい生活をしている。」の項目では肯定的評価が73.2％（昨年度

66.6％）、児童アンケート「９．早寝早起きなど、規則正しい生活をしている。」の項目で73.9％（昨年度

63.7％）でした。保護者と児童ともに大きく上昇しました。基本的生活習慣と、学習意欲は関わりがあると

いわれていますが、大変良い傾向にあるといえます。今後も家庭や各校園と連携しながら、取組を進めてい

きたいと思います。

※保護者および児童アンケートの結果を活用した自己評価と改善策等につきましては、

裏面の「平成２７年度 唐崎小学校学校評価書」をご覧ください。
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